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国　語　科

ことばのおもしろさを感じ，物語世界を楽しむ国語科の学習

一第1学年　文学的文章の実践を通して一

杉　川　千　草

1　はじめに

　学習指導要領によると，低学年における読むこ

との指導では，　「楽しんで読書しようとする態度

を育てる」ことが求められている。本年度担任し

ている1年生の子どもたちは，保護者や教師の読

み語りを実に楽しそうに聞いている。また，毎週

の図書の時間を楽しみにし，少しでも時間がある

と，学級文庫の本を手にする姿が見られる。とこ

ろが，学年が上がるにつれて，ますます多くの本

に親しむ子どもと，しだいに自分から本を開こう

としなくなる子どもに分かれてしまうのが現状だ。

　また，国語科の読みの授業においては，ややも

すると作品を場面ごとに細分化し，与えられた文

章を分析的に読むことに終始しがちである。その

結果，読むことの学習と実生活の中での読書が乖

離し，読者としての目的的な読みが失われてし

まっているきらいがある。

　そこで，文学的文章の読みの指導を通して，こ

とばのおもしろさを感じ物語世界を楽しませるこ

とによって，豊かな読書生活へつなげるきっかけ

をっくりたいと考えた。

2　研究の構想

q）ことばのおもしろさを感じる

　国語科は，ことばについてことばを通して学ぶ

教科である。子どもたちは，文字や語彙を習得す

ることによって，新たな事柄やことばのより深い

意味を理解するとともに，表現力を豊かにし，新

たな認識を広げることができるようになる。

　国語科の学習に対する関心・意欲を高めるため

には，子どもたちにことばのおもしろさを感じさ

せることが大切である。ことばのおもしろさとし

ては，一つひとつのことばに込められた意味の奥

深さや洗練された表現の豊かさなどに気付いたり

理解したりするおもしろさと，それらを使いこな

すことによってより豊かな表現を獲得できるよう

になることのおもしろさが考えられる。

　ことばのおもしろさを感じさせるためには，ふ

だん何気なく使っていることばに立ち止まって考

えさせることが大切である。子どもたちの既成概

念をゆさぶって知的好奇心をくすぐり，「なぜだ

ろう。」という思いを抱かせ，「もっと知りたい，

学びたい。」という思いを引き出すようにする。

　授業においては，子どもたちが今まで気付かな

かったことばのおもしろさに着目させ，教材への

知的好奇心を高めることによって課題意識をもた

せ，ことばのおもしろさを追求する学びの楽しさ

をっくりださせたい。その中で子どもたちは，こ

とばについての新たな発見をしたり，より深い内

容を理解できることに喜びを感じたりすることが

できると考える。また，新たにわかったことや他

者との交流を通して学んだことを書き留め，学び

のあしあとを確かめさせることによって，学ぶ楽

しさをっくりださせたい。

（2）物語世界を楽しむために

　物語世界を楽しむために，次のことに留意した

単元（授業）構成を行う。

①作品との出会わせ方を工夫する

　子どもたちが物語世界を楽しむためには，こと

ばへの興味・関心を引き出し，課題意識や目的意

識をもつことが大切である。単元や授業のはじめ

に，学習に対する興味や関心を高め，疑問や課題
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意識をもたせることによって，学習意欲を喚起す

る。そこで，作品との出会わせ方を工夫し，挿絵

や題名からイメージを広げたり内容を予想したり

することによって，子どもたちの興味・関心を引

き出し読みの課題意識をもたせるようにする。

②絵本を活用する

　教科書の教材文は，限られた紙面であるため物

語の原作となる絵本の挿絵が省かれていたり，

ページ割が変えてあったりする場合がままある。

また，1年生の子どもたちにとっては，文字を読

むことにまだまだ大きな抵抗がある。そこで，可

能な限り，全文の読み聞かせや読み取りの場面で

絵本の挿絵を活用することによって，作者のこと

ばの使い方の工夫に気付かせたり，登場人物の気

もちを想像したり，続きのお話を考えたりしやす

くさせる。

③作品を丸ごと楽しませる

　授業で物語を学習する場合，時間の都合上，場

面ごとに区切らざるをえない現実がある。しかし，

作品を丸ごと楽しむことが，本来の読書の姿であ

る。そこで，場面ごとに学習する場合も，常に物

語全体が意識できるように仕組むとともに，1年

生なりに，物語全体のつくりのおもしろさに気付

かせるようにする。

　これらのことが物語世界を楽しみ，学ぶ楽しさ

をつくりだすことにつながると考える。

3　実践

（1）単元名

　できごとをおもいうかべよう（学校図書一下）

「はじめは『や1』」　（こうやま　よしこ　作）

（2）授業の構想

①単元について

　くまさんがきっねさんと何回も出会ううちに心

を通わせ，いちばんのともだちになっていく過程

がほのぼのとした筆致で描かれた物語である。最

初は黙って通りすぎていた二人が少しずつ心の距

離を縮め，思わず「やあやあやあ。」と声を掛け

合って仲良しになっていく様子は，子どもたちに

とって大変身近で，登場人物に心を寄り添わせな

がら読み進めることができると考えた。物語は，

同じような展開を繰り返しながらテンポよく進

み，二人の関係に合わせて会話文が少しずつ変化

している。また，会話文に「……。」が多用され

ており，文章や挿絵を手掛かりに登場人物の気も

ちを想像することができる。そこで，叙述に即し

て，場面の様子や人物の気もちを想像しながら読

むことによって，描かれていることばの意味を考

えながら読む楽しさを感じさせたいと考えた。

　指導にあたっては，教材文を場面ごとに区切っ

て学習を進めて，物語の展開を楽しみにさせると

共に，それぞれの場面を比較することによって，

ことばに着目させながら読み進めさせるようにし

た。場面ごとの読みでは，絵本の挿絵を活用し，

挿絵と文章を結び付けながら登場人物の言動を読

み取り，　「……。」に込められている登場人物の

気もちを想像することができるようにした。第1

次の最後の時間には，これまでの学習を振り返り

ながら物語全体の会話文や題名のことばの意味を

考えることによって，物語に用いられていること

ばのおもしろさを感じさせるようにした。その後，

物語の続きを考えたり，「ともだち」をテーマに

したいろいろな物語をお互いに紹介し合ったりす

ることによって，読書の世界を広げ，読むことの

楽しさを味わうことができるようにさせた。

②目標

○　話の展開のおもしろさを味わいながら，楽し

　んで読もうとすることができるようにする。

○　叙述に即して，場面の様子や人物の気もちを

　想像しながら読むことができるようにする。

○　物語に用いられている会話文や題名の工夫に

　気付き，ことばのおもしろさを感じることがで

　きるようにする。

③学習計画（全12時間）

第1次　「はじめは『や！』」をよもう

　　　　　　　　　　　　　　　・…　　9時間

・ くまさんときっねさんのおはなしをよもう（2）

・ ばめんごとによもう（5）
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・「はじめは『や！』」のひみつをみつけよう（2）

第2次　「はじめは『や！』」のつづきのおはな

　　　しをつくろう・・・・・・・…　　2時間

第3次　いろいろな「ともだちものがたり」をよ

　　　もう・・・・・・・・・・・…　1時間

（3）授業の実際（Y児の記録を中心に）

〈第1次　「はじめは『や！』」をよもう〉

①1・2時　くまさんときつねさんのおはなしを

　よもう

　物語を読む前に，くまさんときっねさんが歩い

ている挿絵を提示し，どんな登場人物がどんなこ

とをするお話だと思うか想像させ，文章に書いて

交流させた。子どもたちは，「散歩をしている。」

「食べ物を探している。」　「待ち合わせをしてい

る。」などの二人が登場するお話を考えた。

　くまさんときっねさんはとちゅうであって，

こうえんにいって，さいしょにおにごっこをし

てあそびました。そのつぎにすべりだいをして

あそびました。くらくなって，くまさんときつ

ねさんは，それぞれのおうちにかえったんだと

おもいます。

②3～7時　ばめんごとによもう

　場面ごとの読みでは，教材文を場面ごとに提示

して読み進めさせた。その際，題名は伏せ，後で

そのことばの意味を考えさせるようにした。

【1場面】

　「くまさんときつねさんがどうなるおはなしか

かんがえながらよもう。」という学習課題で，く

まさんときっねさんが初めて出会う様子を読み取

らせ，だまってとおりすぎた時の「……。」の思

いを吹き出しに書かせた。

　かいわ文には「……」しか入っていなかった

けど，みんなとかんがえたら，くまさんときつ

ねさんのこころの中の気もちがわかりました。

【2場面】

　「とおりすぎたあと，二人がどうなったかよみ

とろう。」という学習課題で，くまさんときつね

さんが町で出会う様子を読み取らせ，二人の「…

・・。」の思いを吹き出しに書かせた。

　ともだちになれないかもしれない。早くとも

だちになりたいな。でも，ぼく，くまだから，

やっぱりこわいかも。きっねさんにとって，ぼ

くそんなにこわいかな。　（くま）

　あ一あ，またともだちになれなかった。早く

ともだちになりたいよ一。でも，はずかしいな。

くまさん，やさしそうだから，ともだちになれ

るかも。うふふ！（きっね）

　その後，二人の思いを交流し，授業の終わりに

わかったことや勉強になったことを書かせた。

　その後，二人の思いを交流し，授業の終わりに

わかったことや勉強になったことを書かせた。

　一ばめんとおんなじことがいっぱい出てきま

した。たとえば，「すると」や「でも」など，

いろいろなことばが出てきました。　「……。」

のところは，だまっていることばかりじゃなく

て，ほかのことばでもつかうことがよくわかり

ました。

【3場面】

　「とおりすぎたあと，二人がどうなったかよみ

とろう。」という学習課題で，くまさんときつね

さんが横断歩道ですれ違う様子を読み取らせ，二

人の「……。」の思いを吹き出しに書かせた。
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　その後，二人の思いを交流し，授業の終わりに

わかったことや勉強になったことを書かせた。

　その後，二人の思いを交流し，授業の終わりに

わかったことや勉強になったことを書かせた。

【4場面】

　「とおりすぎたあと，二人がどうなったかよみ

とろう。」という学習課題で，くまさんときっね

さんが公園のベンチで出会う様子を読み取らせ，

すこしすまして「や。」「……や。」と言った時

の二人の思いを吹き出しに書かせた。

③8・9時　「はじめは『や！』」のひみつを

　みつけよう

　これまでの物語を振り返った後，今まで題名が

伏せられていたことに気付かせ，自分だったらど

んな題名を付けるか考え，その理由も書かせた。

　その後，二人の思いを交流し，授業の終わりに

わかったことや勉強になったことを書かせた。

【5場面】

　「ともだちになったあと，二人がどうなったか

よみとろう。」という学習課題で，次の日にくま

さんときつねさんが出会う様子を読み取らせ，お

もわず「やあやあやあ。」　「やあやあやあ。」と

言った時の二人の思いを吹き出しに書かせた。

　次の時間のはじめに，次のような子どもたちが

考えた題名を交流した。
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　子どもたちはいずれも，「であい」「ともだち」

など，二人の人間関係に着目した題名を考えてい

た。その後，「はじめは『や！』」という題名を

提示すると子どもたちから思わず「えっ！？」と

いう驚きの声があがった。そこで，　「はじめは

『や！』のひみつを見つけよう。」という学習課

題で，作者がなぜ「はじめは『や！』」という題

名を付けたのか，その意味を考えていった。

T：作者さんはなぜ「はじめは『や！』」という

　題にしたのだと思いますか。

P：4場面でくまさんが「や。」と言ったからだ

　と思います。

P：くまさんときっねさんは，はじめは友だちじゃ

　なかったのに，　「や。」で友だちになったから

　だと思います。

P：4場面から二人がしゃべり始めて，はじめに

　しゃべったことばが「や。」だったからだと思

　います。　（後略）

　その後，挿絵や二人の会話文を中心に，物語全

体の流れを黒板に整理していった。

T：二人はどこから友だちになりましたか。

P：4場面だと思います。

P：4場面の最後だと思います。

P：二人が最初にしゃべった「や。」から友だち

　になったんだと思います。

P：一番最初に声を出したところが「や。」です

　ね。だから，「はじめは『や！』」という題に

　したんだと思います。

Y児：くまさんときっねさんが友だちになること

　ばのはじめが「や」なんだと思います。（後略）

　「や」は二人が友だちになるきっかけとなる大

切なことばであるから作者が題名にしていること

を確認して授業を終えた。

　わたしはおともだちのはっぴょうをきいて，

「はじめは『や！』」の中には，　「であい」や

「なかよし」や「ともだち」といういみが入っ

ていることがわかりました。

〈第2次　「はじめは『や！』」のつづきのおは

なしをつくろう〉

　今までの学習を振

り返りながら全文を

読んだ後，絵本（す

ずき出版）の最後の

ページにある挿絵を

提示した。そして，

「とたんにふたり

は，とってもとって

もうれしくなって，そ

の日からなかよし，い
図1　絵本の挿絵

ちばんのともだちになりました。」の続きのお話

を想像して書かせた。

　つぎの日，きつねさんはくまさんにお手がみ

をかきました。お手がみにはこうかきました。

「くまさん，このまえはにもつをもってくれて

ありがとう。ぼくのおうちにきてください。き

っねより」

　お手がみがくまさんにとどきました。

「あっ，きっねさんからだ。」

くまさんはお手がみをよみはじめました。

「ようし，きっねさんちにいこう。」

くまさんは，きつねさんのいえにあそびにいき

ました。

「ピンポーン。」

きっねさんがドアから出てきていいました。

「やあ，くまくん。あそびにきてくれたんだね。

どうもありがとう。」

「きっねさん，名まえはなに。j

「ぼくの名まえはこんきちだよ。」

「くまさんの名まえはなに。」

「ぼくの名まえはくまおだよ。」

「くまおくん，あしたもぼくのいえにきて，いっ

しょにパーティーをしよう。一つ目は，あした

ぼくのたんじょう日なんだ。二つ目はともだち

になったしるしのパーティーだよ。」　（中略）

こうして二人は，パーティーをたのしみました。

　子どもたちは，二人の人間関係を生かしながら，

続きのお話を楽しそうに書いていた。子どもたち

の作品は，ファイルに綴じて自由に読んで楽しめ

るようにした。
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〈第3次　いろいろな「ともだちものがたり」

をよもう〉

　「ともだちや」　（内田麟太郎　作），「ふたり

はともだち」　（アーノルド＝ローベル作）など

「ともだち」をテーマにした本を図書室から借り

て紹介し，学級に置いて自由に読めるようにした。

また，家から「ともだち」が描かれた本を持って

来て紹介してくれる子どももいた。

4　考察

（1）ことばのおもしろさを感じる

　今回，教材文を場面ごとに区切って学習を進め

たことは大変効果的であった。本時の学習場面を，

前時までの場面と比較させることによって，展開

が似ているところや同じ言葉が使ってあるところ

などに着目させやすかった。特に，　「でも，ふた

りはともだちじゃないから，『……。』『……。』

だまってとおりすぎました。」が何度も繰り返さ

れ，二人の会話文の内容が少しずつ変化している

ことに気付かせることができた。

　また，読み取りの時間には，授業の最後に，新

たにわかったことや他者との交流を通して学んだ

ことを書き留め，学びのあしあとを確かめさせる

ようにした。　「『や。』が大せっなことばだとい

うことがわかりました。」　「どうして『やあ』を

三かいもいったかわかりました。」　「『すると』

はなにかがおきるときにっかうことばだとわかり

ました。」などのように一つ一つのことばの使い

方に着目できる子どもが少しずつ増えてきた。

（2）物語世界を楽しむ

　今回は，まず二人の登場人物だけを提示して，

内容を想像させ，題名や作品全体を伏せた状態で

授業に入った。そのため，　「次はどんな展開にな

るのだろう。」「作者はなぜこの題名をつけたの

だろう。」など疑問や課題意識をもたせながら学

習を進めさせることができた。しかし，この方法

では，子ども自身が単元全体を見通して学習を組

み立てるには難しい面があった。

　場面ごとの読みでは，教科書に載っていない絵

本の挿絵を示すことによって，登場人物の気もち

を想像させやすかった。事後アンケートにも「気

もちがしっかり考えられた。」　「二人の気もちが

想像できた。」　「たくさん発表できた。」などの

記述が見られた。文字の習得が不十分で，　「国語

の学習が好きでない。」と答える子どもも，今回

登場人物の気もちがプリントにたくさん書けたこ

とで，書くことには抵抗がなくなってきたようだ。

　絵本は，ことばの意味をっかませることにも役

立った。絵本では「すると」のことばの後にペー

ジが変えてあるので，教師が絵本を見せながら読

み聞かせる時に，　「次に何が起こるのだろう。」

という意識を挿絵とともにもたせやすかった。

　題名を切り口にして，作品を丸ごと楽しませる

ことは，物語全体のつくりやおもしろさを味わわ

せることに役立った。ただし，1時問の授業で扱

う内容が多くなってしまうので，1年生の実態に

合わせて焦点を絞ることが必要であった。また，

「続きのお話を考える」ことについて，事後アン

ケートでは，全員が「楽しかった。」と答えてい

た。その理由として，「続きを想像することが楽

しい。」　「自分が作者さんになったみたい。」な

どをあげており，学習を終えた後も，くまさんと

きつねさんが登場する物語の世界を，子どもたち

なりに表現し楽しんでいる様子がうかがえた。

5　おわりに

　今回の実践では，作品との出会わせ方を工夫し

た単元（授業）構成や絵本の活用によって，こと

ばのおもしろさを感じ物語の世界を楽しませる

きっかけとすることができた。今後も，実生活に

つながる読みの授業をつくっていきたい。
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